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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

 

信州大学「入学者受入れの方針」 

 

信州大学は，真理への探究心とチャレンジ精神を培い，高度な専門知識と深い思索力を基にして，

課題を探求し解決する能力を備えるとともに，豊かな人間性と広い視野をもち，身につけた知識や技

術を人類文化と社会の持続的発展に役立て，世界の平和と自然環境の保全のために活かすことのでき

る，意欲あふれる若者を育てることを教育の目標にしています。したがって，この教育を受けるため

に必要な高等学校修了段階の基礎学力を有する人を求めています。 

 

大学入学までに履修すべき教科・科目 

在籍する高等学校等が，学習指導要領に従って定める教育課程表に沿って，履修するすべての教科・

科目について，十分に履修し，相応の学力を身につけていることが望まれます。また，志望する学部

や学科ごとに，入学後の授業内容を理解するために履修が必要な教科・科目が示されている場合は，

それらの科目の内容を十分に理解していることが望まれます。 

 

 

人文学部「入学者受入れの方針」 
 

人文学部の教育目標は，学部教育で培った「実践知」を基盤に批判的思考力を駆使できる，専門領

域についての深い知識と領域横断的な課題を解決する能力とを兼ね備えた人材の育成です。そのため

に高等学校等を卒業するまでに学習するすべての教科についての基礎知識を習得しておくことが必要

です。人文学部には哲学・芸術論コース，文化情報論・社会学コース，心理学・社会心理学コース，

歴史学コース，比較言語文化コース，英米言語文化コース，日本言語文化コースの７つのコースがあ

り，これらのコースのもとに計 18 の専門分野があります。入学試験は人文学部として実施し，２年次

進級時に分野を選んで専門をより深く学びます。 
本学部で学ぶために，以下のことを身につけておいてください。 
１．高等学校等における学習内容についての幅広い理解 
２．人文学諸分野の基礎となる国語，地理歴史，公民，外国語を中心とした高等学校等での学習

内容への深い理解 
３．人間，社会，歴史，文化，言語，文学，情報，芸術などへの強い興味や関心 
４．それらを探究し表現することの基本的な思考力とコミュニケーション能力 

 
上記の素養を持つ学生を幅広く選抜するために，信州大学人文学部は以下の入学試験を実施します。 

 
【第３年次編入学入試】 

人文学部の 18 の専門分野で実施する第３年次編入学入試では，専門分野ごとの学力試験で「入学者

受入れの方針」の１と２に対応する評価を行うと同時に，志望する専門分野の基礎学力を評価します。

さらに，「口頭試問を含む面接」では２～４に対応した資質を評価し，提出書類などを加えて総合的に

合否を判定します。 
 

【一般入試（前期日程）】（略），【一般入試（後期日程）】（略），【帰国子女入試】（略），【私費外国人留

学生入試】（略） 
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１．募集人員 

  人文学科     ５人 

  ＊選抜の結果，合格人員が募集人員未満になることもありますので，ご承知おきください。 

 

２．出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する方とします。 

（１）短期大学，高等専門学校，旧国立工業教員養成所又は旧国立養護教諭養成所を卒業した方又

は平成 30 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方 

（２）学士の学位を有する方又は平成 30 年 3 月 31 日までに授与される見込みの方 

（３）修業年限４年以上の大学において２年以上在学（休学期間を除く。）し（平成 30 年 3 月 31 日

までに２年以上在学となる場合を含む。），修得単位が 62 単位以上ある方（平成 30 年 3 月 31 日

までに修得見込みの方を含む。） 

（４）外国の短期大学を卒業した方及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該

課程を我が国において修了した方（学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条第１項に規定す

る方に限る。） 

（５）学校教育法施行規則附則第７条の規定により大学の３年次に編入学できる方 

 

＊上記（４）（５）については，事前審査がありますので，平成 29 年 8 月 25 日（金）17 時ま

でに（必着），信州大学人文学部入試事務室に照会してください。 

 

３．出願手続 

（１）出願期間 

平成 29 年 9 月 8 日（金）から 9 月 15 日（金）まで，受付時間は 8 時 30 分から 17 時までと

します。（土曜日及び日曜日は取り扱いません。）郵送による場合は，9 月 15 日（金）までの消

印があるものは受け付けます。 
（２）出願書類等提出先 ・ 問い合わせ先 

信州大学人文学部入試事務室  〒390-8621 松本市旭 3-1-1  ℡ 0263-37-3458 
（３）出願書類等 

入学志願者は，次の書類を取り揃えて出願期間内に提出してください。郵送する場合は，必

ず「書留速達郵便」としてください。 
 

書 類 等 摘           要 

入学志願票 この募集要項に添付する用紙に所定事項を記入してください。 

受験票 

写真票 

この募集要項に添付する用紙に所定事項を記入してください。 

出願前３か月以内に撮影した上半身，無帽，正面向，背景なしの写真（縦４

cm×横３cm）を指定欄に貼ってください。 

成績証明書 出身大学長又は学部長等が作成し，厳封してください。 

調査書 
高等専門学校卒業（見込み）の方は，文部科学省の定める様式により作成し

た調査書を用い，出身学校において厳封してください。 
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自己申告書 この募集要項に添付する用紙に「記入要領」を参照して記入してください。

卒業（見込）証明書 
出願資格(1)又は(2)に該当する方は，出身大学長又は学部長等が作成したも

のを提出してください。 

単位修得（見込）証明書 
出願資格(3)に該当する方は，出身大学長又は学部長等が作成したものを提

出してください。 

在学期間証明書 
出願資格(3)に該当する方は，この募集要項に添付する用紙を使用し，出身

大学長又は学部長等が作成したものを提出してください。 

入学検定料納付確認書 

（Ａ票） 

① 入学検定料 30,000 円をこの募集要項に添付する振込依頼書（Ｃ票）を使

用して，平成 29 年 9 月 1 日（金）から平成 29 年 9 月 15 日（金）までの間

に金融機関から「電信扱い」で振り込んでください。振込みには別途振込手

数料が必要です。なお，郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込みはできません。

また，ATM（現金自動預支払機），携帯電話及びパソコンからの振込みは行わ

ないでください。 

② 振込み後，納付確認書（Ａ票）及び領収書（Ｂ票）を受け取り，Ａ票，Ｂ

票の所定欄に金融機関の収納印があることを確認し，納付確認書（Ａ票）を

提出してください。 

また，「取扱金融機関収納印」欄に，出願期間最終日までの収納印がある

ものに限り有効となりますので，特に出願期間最終日に振り込まれる場合に

は，金融機関の窓口での受付時間を確認のうえ行ってください。 

③ 出願期間最終日に持参により提出する方で，金融機関の窓口業務取扱時間

内に振込みができなかった方に限り，現金による納付を受け付けます。 

TOEIC L&R(旧 TOEIC

テストを含む。)，

TOEFL(PBT/iBT)の成

績認定原本又はスコ

アレポート原本 

出願前２年以内に受験した TOEIC L&R(旧 TOEIC テストを含む。)，TOEIC

L&R(IP) (旧 TOEIC(IP)テストを含む。)，TOEFL(PBT/iBT)の英語資格試験

の成績認定原本又はスコアレポート原本を１通提出してください。本学で

写しをとった後，受験票等送付用封筒に同封して返送します。 

受験票等送付用封筒 

この募集要項に添付する封筒〔長形 3 号（12cm×23.5cm）〕に入学志願者の

郵便番号，住所，氏名を明記し，372 円分の切手（速達料を含む。）を貼って

ください。 

宛名票 ２枚 

（合格通知等送付用） 

この募集要項に添付する用紙に入学志願者の郵便番号，住所，氏名を記入し

てください。 

 
 
４．選抜方法等 

  入学者の選抜は次の試験の結果と出願書類の審査を総合して行います。 
（１）専門科目 〔志望する専門分野ごとの試験〕 
（２）面   接 
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５．選抜日時 ・ 場所 
 

月   日 試  験  科  目 時   間 場   所 

平成 29 年 

10 月 21 日（土） 

専門科目 
〔志望する専門分野ごとの試験〕

９：３０～１１：００ 松本市旭 3-1-1 

信州大学人文学部
面  接 １３：００～ 

 

６．合格発表 

  平成 29 年 10 月 25 日（水） 10 時 

  本学部掲示板に掲示するとともに，同日付けで合格者に対し合格通知書及び入学手続書類を郵送し

ます。 

  なお，電話等による合否の問い合わせには応じません。 

 
７．入学手続 

  合格者は，入学手続期間内に入学料を納入し，持参又は郵送により必要な書類を提出してください。 
（１）入学手続期間等 

平成 29 年 11 月 2 日（木）から 11 月 9 日（木）まで，8時 30 分から 17 時までとします。（土

曜日，日曜日及び祝日は取り扱いません。） 

なお，郵送による場合は，封筒の表に「入学手続書類在中」と朱書きした「書留速達郵便」

により，平成 29 年 11 月 9 日（木）17 時までに必着とします。この期間内に入学手続を完了し

ない場合は，本学への入学を辞退したものとして取り扱います。 

（２）納付金（入学料・授業料）の額 
① 入学料 282,000 円 

② 授業料（前期）267,900 円   （後期）267,900 円 

（注）金額は平成 29 年 4 月現在のものです。入学時及び在学中に入学料・授業料が改定され

た場合には，改定時から新入学料・新授業料が適用されます。納付金の額及び納付の方法

については，合格通知書に同封しお知らせします。 

（３）既納の入学料は，どのような理由があってもお返しできません。 

（４）入学料・授業料の納入が著しく困難な方には，免除制度，徴収猶予制度及び月割分納制度（授

業料のみ）がありますので，希望される方は，合格通知書に同封される入学料免除・授業料免

除等に関する書類をよく読んだうえで願い出てください。 

 
８．障害等のある方の事前相談 

  この募集要項により本学に入学を志願する方で, 障害（別表参照）等のために受験上及び修学上の

配慮を必要とする方は, 出願の前に，下記事項を記載した書面を提出してください。 

  なお, 重度の障害のある方は,できる限り早い時期に相談してください。 

 ※ 書面の様式は問いませんが，本学ウェブサイト「入試情報ポータル（http://www.shinshu-u.ac. 

 jp/ad_portal/）」の「障害等のある方の事前相談」から申込様式をダウンロードいただけます。 

 （注）日常生活においてごく普通に使用されている補聴器，松葉杖，車椅子等を使用して受験する場合も，試験場設

定等において何らかの配慮が必要となる場合がありますので，事前に相談してください。 

    事前相談は障害等のある志願者に本学の現状をあらかじめ知っていただき，受験及び修学にあたってより良い
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方法やあり方を実現するためのもので，障害等のある方の受験や修学を制限するものではありません。 

（１）提出期限 平成 29 年 9 月 1日（金）まで 

（２）書面に記載する内容 

① 氏名，住所，電話番号 
② 出身学校名 
③ 志望する専門分野（第２志望がある場合，それも記載してください。） 
④ 障害等の種類・程度（現に治療中の方は, 医師の診断書を添付してください。） 
⑤ 受験上の配慮を希望する事項 
⑥ 修学上の配慮を希望する事項 
⑦ 出身学校でとられていた修学上の配慮 
⑧ 日常生活の状況 

（３）提出先及び問い合わせ先 

信州大学人文学部入試事務室  〒390-8621 松本市旭 3-1-1  ℡ 0263-37-3458 
（４）提出期限後の不慮の事故等による場合の配慮 

提出期限後に不慮の事故等により配慮が必要となった場合は，その際にご相談ください。 
〈別表〉 

区   分 障 害 の 程 度 

視 覚 障 害 
良い方の目の矯正視力が 0.15 以下のもの，両眼による視野について視能率

による損傷率が 90%以上のもの，その他視覚に関する配慮を必要とするもの 

聴 覚 障 害 
両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもののうち，補聴器等の使

用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの 

肢体不自由 

1. 肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行，筆記等日常生活におけ

る基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの 

2. 肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち，常時の医学

的観察指導を必要とする程度のもの  

発 達 障 害 
自閉症スペクトラム障害，自閉症，アスペルガー障害，広汎性発達障害，学

習障害，注意欠如・多動性障害等のために配慮を必要とするもの 

病 弱 

1. 慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の状

態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの 

2. 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの 

そ の 他 上記以外で，受験上及び修学上配慮を必要とする程度のもの 

 
９．注意事項 

（１）入学時の専門分野で卒業論文を書かなければなりません。出願時には，希望の専門分野をよ

く確認してください。 

（２）TOEIC L&R(旧 TOEIC テストを含む。)もしくは TOEFL(PBT/iBT)を事前に受験しておく必要があ

ります。（出願前の２年以内） 

（３）受験の際は，必ず受験票を持参してください。 

（４）出願書類受付後は，検定料はお返しできません。 

（５）編入学が許可された方は，平成 30 年 4 月に３年次への入学になります。 

（６）編入後の在学期間は，２年以上４年以内です。 
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（７）入学後の専門分野の変更は認めません。 

（８）短期大学及び高等専門学校卒業見込みの方は，卒業できなければ本学に入学できません。 

（９）出願書類において，修業年限４年以上の大学に２年以上在学し（平成 30 年 3 月 31 日までに 

２年以上在学となる場合も含む。）62 単位以上修得見込みの方が，平成 30 年 3 月 31 日までに単 

位を修得できなかった場合は，入学許可を取り消します。 

（10）提出した書類の記載内容の変更は認めません。また，出願書類に虚偽の記載があった場合は， 

入学を取り消します。 

（11）検定料を誤って二重に振り込んだ場合又は振り込んだが本学に出願しなかった（出願書類等 

を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合は，本人の請求により納入された検定料 

（二重に振り込んだ場合は重複して納入された分）の返還が可能です。返還手続については， 

本学ウェブサイト「入試情報ポータル（http://www.shinshu-u.ac.jp/ad_portal/）」の「入学

検定料返還手続」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

《募集する専門分野》 

人文学科 

コ ー ス 名 専 門 分 野 名 

哲学・芸術論コース 
哲学・思想論分野 

芸術コミュニケーション分野 

文化情報論・社会学コース 
文化情報論分野 

社会学分野 

心理学・社会心理学コース 
心理学分野 

社会心理学分野 

歴史学コース 

日本史分野 

東洋史分野 

西洋史分野 

比較言語文化コース 

比較文学分野 

中国語学・中国文学分野 

ドイツ語学・ドイツ文学分野 

フランス語学・フランス文学分野 

英米言語文化コース 
英語学分野 

英米文学分野 

日本言語文化コース 

日本文学分野 

日本語学分野 

日本語教育学分野 
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個人情報の利用 

信州大学における入学者選抜を通して取得した個人情報については，入学者選抜のほか次の目

的のために利用します。 

① 入学手続 

② 学籍管理 

③ 学習指導 

④ 学生支援関係業務 

⑤ 入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究 

なお，調査・研究及び結果の発表に際しては，個人が特定できないように処理します。 

 

 

 

 

 

※ 過去の試験問題は，信州大学人文学部入試事務室で閲覧できます。 

 


